
「エコ～るど京大」の一環としてキャンパス内に設置された、生ごみ処理用のコンポスターの前で。

避けられるプラ避けられるプラ
社会のなかで客観的に社会のなかで客観的に

あなたの
［プライド］
あなたの
［プライド］ 要らない

プラ
要らない
プラ要るプラ要るプラ

個人の
主観として
個人の
主観として

✓ 皿、コップ
✓ 家具　✓ 衣服 など
✓ 皿、コップ
✓ 家具　✓ 衣服 など

✓ パソコン、スマホ
✓ クレジットカード　
✓ メガネ など

✓ パソコン、スマホ
✓ クレジットカード　
✓ メガネ など

✓ 手紙の包装
✓ テイクアウト用食器
✓ 保冷剤 など

✓ 手紙の包装
✓ テイクアウト用食器　
✓ 保冷剤 など

✓ レジ袋　　✓ ストロー　
✓ おしぼり　✓ 傘袋 など
✓ レジ袋　　✓ ストロー　
✓ おしぼり　✓ 傘袋 など

身のまわりにある
プラスチックを
分類しよう

身のまわりにある
プラスチックを
分類しよう

✓ ペットボトル ✓ ペン など✓ ペットボトル ✓ ペン など

Renewable

✓  バイオプラなどの
 素材改良
✓  非枯渇性資源など
 の代替品利用

Reduce/Extinct

✓  使われなくなる
✓  消滅

Long-term use/
Reuse

バイオプラや代替品
の開発までは
✓  長期利用
✓  再使用

Recycle/RecoveryRecycle/Recovery

使用後のエッセン
シャルユース製品も
対象として
✓  適切な回収・処理
✓  熱回収など

素材変更や代替の促進が可能素材変更や代替の促進が可能 削減の取り組みが行いやすい削減の取り組みが行いやすい

エッセンシャルユースエッセンシャルユース 嗜好せずともついてくる嗜好せずともついてくる

避けられないプラ避けられないプラ
✓ 個人の工夫
✓ 代替品の認知　
✓ 意識改革 など

✓ 個人の工夫
✓ 代替品の認知　
✓ 意識改革 など

✓ 研究
✓ 技術開発　
✓ 企業努力
✓ 規制 など

✓ 研究
✓ 技術開発　
✓ 企業努力
✓ 規制 など

使用後使用後

使用後使用後

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を

考
え
る
た
め
の
新
し
い
視
点

従
来
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
気
候
変
動
問
題
に
加

え
、
近
年
は
海
辺
に
漂
着
し
た
夥

お
び
た
だし

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
状
況
、
生
態
系
を
脅
か
す
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
［
＊
1
］
な
ど
、
世
界
規
模
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
よ
る
汚
染
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
循
環
利
用

さ
れ
な
か
っ
た
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対
す
る
問
題
意

識
が
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
量
が
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
2
位
の

日
本
で
も
、
中
国
は
じ
め
諸
外
国
が
こ
れ
ま
で
の
廃
棄

物
輸
入
を
次
々
に
停
止
し
て
い
る
現
状
等
を
受
け
、

2
0
1
9
年
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
が
策

定
、
21
年
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
［
＊
2
］
が

大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
堂
准
教
授
で
あ
る
浅
利
美
鈴

氏
を
代
表
と
す
る
チ
ー
ム
。
去
る
6
月
10
日
と
11
日
、

京
都
に
て
開
催
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
・
事
業
者
・
行
政
の
動
き　

セ
ミ
ナ
ー
＆
共
創

会
議
」
の
セ
ミ
ナ
ー
発
表
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

発
表
の
柱
と
な
っ
た
の
は
、
浅
利
氏
の
チ
ー
ム
が
開

発
し
た
消
費
者
意
識
・
行
動
の
可
視
化
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」（
図
1
）

を
基
に
し
た
、
日
本
居
住
の
15
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

1
万
人
を
対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

と
そ
の
分
析
だ
。「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」
と
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
4
つ
の
象
限
に
分
け
、
横
軸
に

消
費
者
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
「
要
る
／
要
ら
な

い
」、
縦
軸
に
は
「（
使
う
こ
と
を
）
避
け
ら
れ
る
／
避

け
ら
れ
な
い
」
で
分
類
し
て
い
く
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
こ

れ
を
も
と
に
分
け
て
い
く
こ
と
で
、
消
費
者
個
人
が

個
々
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
を
可
視
化
で
き
る
。
そ
の
う
え
で
、「
要
る
」
と

「
避
け
ら
れ
な
い
」
の
象
限
に
分
布
す
る
製
品
に
つ
い

て
は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
素
材
の
工
夫
を
す

る
、「
要
ら
な
い
」「
避
け
ら
れ
る
」
の
象
限
に
分
布
す

る
製
品
に
つ
い
て
は
す
ぐ
さ
ま
な
く
し
て
い
く
な
ど
、

今
後
の
方
策
決
定
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

今
回
行
わ
れ
た
1
万
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
プ
ラ

製
の
ス
ト
ロ
ー
な
ど
使
い
捨
て
製
品
、
食
品
の
容
器
や

包
装
、
合
成
繊
維
製
の
衣
服
、
液
体
洗
剤
な
ど
の
容
器
、

プ
ラ
製
文
具
や
家
具
、
使
い
捨
て
の
お
む
つ
な
ど
幅
広

い
50
品
目
を
対
象
に
実
施
。
ま
た
、
プ
ラ
製
品
の
必
要

性
と
代
替
性
に
着
目
し
て
、「
代
替
品
を
知
っ
て
い
る

が
、
プ
ラ
製
の
こ
の
製
品
が
必
要
」「
代
替
品
を
知
ら

な
い
た
め
、
プ
ラ
製
の
こ
の
製
品
が
必
要
」「
代
替
品

を
知
っ
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
製
の
こ
の
製
品
は
不
要
」

「
こ
の
製
品
そ
の
も
の
が
不
要
」
の
う
ち
か
ら
単
一
で

選
択
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
結
果
は
次
頁
の
図
2
の

よ
う
に
「
こ
の
製
品
そ
の
も
の
が
不
要
」
の
回
答
割
合

が
高
い
製
品
が
予
想
以
上
に
多
く
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
者
ら
か
ら
も
驚
き
の
声
が
あ

が
っ
た
。
消
費
者
目
線
で
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
「
減

ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
と
い
う
限
ら
れ
た
視

点
で
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

「
要
る
／
要
ら
な
い
」
と
い
う
新
し
い
視
点
で
捉
え
る

こ
と
で
、
よ
り
身
近
に
考
え
や
す
く
な
っ
た
の
が
大
き

な
収
穫
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
こ
の
発
想
は
ど

う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
京
都
大
学
と
い
う
場
所
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
あ
ら
た
め
て
浅
利
氏
に
話
を
聞
い
た
。

生
産
、
消
費
、
そ
し
て
輸
送

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
は
複
雑

浅
利
氏
は
、
自
身
も
京
都
大
学
工
学
部
地
球
工
学
科

出
身
。
学
生
時
代
よ
り
京
都
大
学
が
40
年
に
わ
た
り
続

け
て
い
る
家
庭
ご
み
細
組
成
調
査
［
＊
3
］
に
も
参
加
し

て
ご
み
の
研
究
に
取
り
組
む
か
た
わ
ら
、
学
内
環
境
改

善
の
た
め
に
「
京
大
ゴ
ミ
部
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

多
様
な
環
境
問
題
に
実
践
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
ん
な
浅
利
氏
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
い
う
素
材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
に
対
す

成
立
し
、
22
年
に
施
行
の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
通
じ
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
が
、
温
度
差
は
な

お
大
き
く
、
レ
ジ
袋
の
消
費
な
ど
を
減
ら
す
以
外
、
何

を
す
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
と
戸
惑
う
人
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
折
も
折
、
消
費
者
の
意
識
・

行
動
変
容
の
一
助
と
な
る
興
味
深
い
研
究
発
表
が
行
わ

れ
た
。
演
題
は
「
消
費
者
は
、
様
々
な
プ
ラ
を
、
ど
の

程
度
、
必
要
と
し
て
い
る
の
か
？
」
で
、
発
表
は
京
都

2
0
2
2
年
4
月
よ
り
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る

資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
法
）」
が
施
行
さ
れ
た
。
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
、
気
候
変
動
問
題
、
諸
外
国
の
廃

棄
物
輸
入
規
制
強
化
等
へ
の
幅
広
い
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
日
本
で
も
「
3
R
+R

enew
able

」
を
基
本

原
則
と
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
消
費

者
の
認
識
は
ま
だ
十
分
と
い
え
る
状
況
で
は
な
い
。

そ
ん
な
な
か
、
京
都
大
学
で
開
発
・
活
用
さ
れ
て

い
る
の
が
、
消
費
者
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
対
す

る
意
識
・
行
動
の
可
視
化
ツ
ー
ル
〝
プ
ラ
・
イ
ド

チ
ャ
ー
ト
〞
だ
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
の
付
き
合
い
方

を
「
見
え
る
化
」
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
構
想
の

背
景
、
そ
し
て
チ
ャ
ー
ト
か
ら
見
え
た
も
の
と
は
？

█ 図1：プラ・イドチャートVer.1（プラスチック製品群分類表）

加
藤
し
の
ぶ
＝
取
材
・
執
筆

宮
村
政
徳
＝
撮
影

［
京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
堂
准
教
授
］

特
集
／
持
続
可
能
な
未
来
を
考
え
る

浅
利
美
鈴

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

半
径
１
メ
ー
ト
ル
か
ら

地
球
規
模
の
環
境
汚
染
を
考
え
る

――
京
大
発
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
消
費
者
意
識
チ
ャ
ー
ト　
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代替品を知っているが、プラ製のこの製品が必要
代替品を知っているため、プラ製のこの製品は不要

代替品を知らないため、プラ製のこの製品が必要
この製品そのものが不要

0 %10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
12.612.6 27.327.3 42.742.717.517.5
12.912.9 29.029.0 42.442.415.715.7
11.111.1 35.335.3 39.339.314.214.2
10.910.9 16.516.5 37.237.235.335.3
11.011.0 29.829.8 36.236.223.123.1
13.313.3 35.935.9 34.934.916.016.0
15.815.8 34.834.8 32.832.816.616.6

12.112.1 41.141.1 30.030.016.716.7
12.812.8 40.240.2 29.529.517.517.5

26.826.8 16.416.4 27.327.329.629.6
14.514.5 36.636.6 27.127.121.821.8
13.513.5 43.043.0 27.027.016.516.5

19.319.3 36.536.5 26.926.917.317.3
18.018.0 36.136.1 26.426.419.519.5
18.118.1 21.721.7 25.625.634.734.7

13.013.0 41.541.5 25.525.519.919.9
24.424.4 19.119.1 25.525.531.131.1

11.211.2 35.335.3 21.921.931.631.6
19.819.8 44.244.2 21.521.514.614.6

17.817.8 32.232.2 21.221.228.928.9
19.319.3 27.727.7 19.619.633.333.3

13.013.0 49.249.2 19.319.318.618.6
18.018.0 39.739.7 18.618.623.723.7

14.314.3 47.147.1 18.618.620.120.1
15.115.1 44.644.6 17.417.423.023.0
13.713.7 49.949.9 16.816.819.619.6

21.221.2 48.548.5 16.116.114.214.2
16.416.4 43.443.4 16.016.024.324.3

23.623.6 42.442.4 15.915.918.118.1
21.121.1 46.546.5 15.515.517.017.0

15.015.0 49.649.6 15.415.420.120.1
24.124.1 44.944.9 15.315.315.615.6

14.314.3 53.953.9 15.015.016.816.8
15.815.8 39.339.3 14.814.830.130.1

25.125.1 43.943.9 14.714.716.216.2
22.622.6 46.446.4 13.913.917.117.1

16.416.4 49.549.5 13.813.820.420.4
13.413.4 57.557.5 13.713.715.415.4
14.214.2 55.455.4 13.713.716.816.8

23.023.0 46.846.8 13.313.316.916.9
15.115.1 54.954.9 13.213.216.816.8
16.416.4 56.756.7 13.013.013.913.9
15.715.7 58.958.9 13.013.012.412.4

22.022.0 52.152.1 12.012.013.913.9
15.615.6 57.357.3 10.910.916.216.2
16.316.3 57.957.9 10.910.914.914.9

32.632.6 43.543.5 10.810.813.113.1
21.321.3 55.755.7 10.6 10.6 12.312.3

使い捨てのプラ製のくし · ヘアブラシ(宿泊施設等で提供)
使い捨てのプラ製のカミソリ(宿泊施設等で提供)

プラ製の人工芝
使い捨てのプラ製のマドラー · かきまぜ棒

郵送物(ダイレクトメール等)のプラ製の袋
使い捨てのプラ製の傘袋(雨天時の店頭等に設置)
使い捨てのプラ製の歯ブラシ(宿泊施設等で提供)

プラ製の衣類用カバー(衣料品店、クリーニング店等で提供)
日用品のプラ製のパック

使い捨てのプラ製のストロー
プラ製のハンガー(衣料品店、クリーニング店等で提供)

使い捨てのプラ製の保冷剤(食品購入時等に提供)
使い捨ての不織布のおしぼり(飲食店、コンビニ等で提供)

ビニール傘(生地にビニールを使用した安価な傘)
使い捨てのプラ製のカトラリー

生鮮食品(野菜、果物等)のプラ製の食品トレイ
プラ製のレジ袋

プラ製の軸の綿棒
ロール状のポリ袋(スーパーのレジ付近等に設置)

テイクアウト用のプラ製の食器
テイクアウト用のプラ製の飲料容器(カップ等)

食料品(菓子等)のプラ製の個包装
プラ製の家具(椅子、テーブル、棚、チェスト等)

生鮮食品(肉、魚等)のプラ製の食品トレイ
プラ製の緩衝材(発泡スチロール、気泡シート等)

食料品(菓子等)のプラ製の外袋 · 包装
不織布のウェットティッシュ · ボディーシート等

プラ製のロープ · 荷造り紐
合成繊維製の下着 · 肌着(直接肌にふれるもの)

嗜好品(炭酸、果汁、コーヒー等)のペットボトル
弁当・寿司・総菜のプラ製の食品トレイ

合成皮革、合成繊維、ビニール製の靴 · サンダル
サンドウィッチ・おにぎり等のプラ製のシート · 包み

プラ製の卵パック
合成繊維製の衣服

水・お茶のペットボトル
調味料(醤油、料理酒、食用油等)のプラ製のボトル

食料品(豆腐、ハム、納豆等)のプラ製のパック
食料品(プリン、カップ麺等)のプラ製のカップ 

プラ製の収納ケース(衣装ケース、コンテナボックス等)
化粧品 · 整髪料等のプラ製の容器

プラ製の文具(シャーペン、ボールペン、消しゴム等)
プラ製の家電製品の躯体(テレビ、洗濯機等のボディ)

プラ製の食品保存容器 · ふた付き密閉容器
シャンプー · ボディソープ等のプラ製の容器

液体洗剤(台所用洗剤、洗濯用洗剤等)のプラ製の容器
使い捨ての不織布のマスク

プラ製の食品用ラップ

※対象50品目のうち、おむつ、生理用品を除く48品目（単位：％）
※「この製品そのものが不要」の割合が高い順に並べかえ

る
世
界
と
日
本
の
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
1
0
0
年
ほ
ど
前
か
ら
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
比
較
的
新
し
い
素
材
で
す
。
未
知
の

部
分
が
あ
る
ま
ま
戦
後
50
年
く
ら
い
で
急
激
に
増
え
て

き
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
確
か
に
多
く
の
人
々
が

安
価
で
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
と
え
ば
食
品
流
通

の
利
便
性
向
上
な
ど
に
よ
り
女
性
の
社
会
進
出
の
支
え

と
も
な
っ
た
存
在
で
す
。
し
か
し
、
環
境
な
ど
の
側
面

か
ら
見
れ
ば
、
便
利
な
部
分
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
制

御
の
し
か
た
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、
今
に
至
っ
て
い
る
状
況

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
日
本
人
ほ
ど
容
器
包
装
を
発
展
さ
せ
て
き
た

国
民
は
な
く
、
使
い
捨
て
や
個
包
装
が
こ
れ
ほ
ど
多
い

国
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
る
の
が
、
ま
ず
問
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
と
い
う

の
も
、
た
だ
代
替
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
こ
れ
だ
け
使
い
捨
て
な
く
て
は
い
け
な
い
の

か
を
考
え
る
と
い
う
の
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
資
源
に
関
し
て
の
出
発
点
だ
か
ら
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
に
つ
い
て
の
政
策
は
や
は

り
E
U
が
先
導
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
遅
れ
気
味
で

す
が
、
だ
い
ぶ
追
い
つ
い
て
き
て
い
て
、
ほ
ぼ
2
年
遅

れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
」

法
律
的
に
は
世
界
基
準
に
追
い
つ
き
つ
つ
あ
る
。
な

ら
ば
順
調
に
物
事
が
進
む
か
と
い
え
ば
、
問
題
は
そ
れ

何
を
言
え
る
の
だ
ろ
う
、
と
当
時
は
侃
々
諤
々
の
議
論

が
連
日
深
夜
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

「
レ
ジ
袋
や
ス
ト
ロ
ー
削
減
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

が
日
頃
い
か
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
囲
ま
れ
て
い
る

か
と
い
う
気
づ
き
を
得
て
も
ら
う
。
つ
ま
り
『
自
分
ご

と
』
と
し
て
意
識
す
る
た
め
に
も
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
議
論
を
重
ね
、
ア
イ
デ
ィ

ア
も
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
」

そ
れ
で
も
決
定
打
が
な
い
な
か
、
何
気
な
い
言
葉
か

ら
突
破
口
が
大
き
く
開
く
。

「
そ
も
そ
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
本
当
に
要
る
と
思
っ
て

い
る
？　

実
は
要
ら
な
い
け
れ
ど
、
勝
手
に
入
っ
て
き

た
り
、
知
ら
な
い
間
に
使
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
？
」

そ
う
発
言
し
た
の
は
、
当
時
経
済
学
部
2
回
生
だ
っ

た
横
井
晴
紀
さ
ん
。
愛
知
県
出
身
の
横
井
さ
ん
は
前
述

の
研
究
発
表
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
環
境
問
題
へ
の

意
識
は
子
ど
も
の
頃
に
地
元
で
開
催
さ
れ
た
「
愛
・
地

球
博
」（
2
0
0
5
年
日
本
国
際
博
覧
会
）
見
学
以
来
、

自
然
に
身
に
つ
い
た
と
い
う
。
博
覧
会
が
も
つ
長
い
ス

パ
ン
の
教
育
効
果
を
感
じ
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、

そ
ん
な
横
井
さ
ん
だ
け
に
、
京
大
入
学
後
は
構
内
の
掲

示
板
に
貼
ら
れ
て
い
た
「
エ
コ
～
る
ど
京
大
」
の
募
集

を
見
て
す
ぐ
に
参
加
。
先
の
発
言
は
「
経
済
学
で
は
事

業
が
社
会
に
貢
献
す
る
か
を
費
用
便
益
分
析
と
い
う
手

法
で
分
析
し
、
相
対
的
に
費
用
と
便
益
を
比
較
し
て
評

価
す
る
の
が
基
本
。
そ
れ
な
の
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関

し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
目
に
つ
く
も
の
ば
か
り
が
叩
か

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、
便
益
の
方
の
議
論
が
で
き
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
考
え
か
ら
出
た
も
の

だ
っ
た
そ
う
だ
。

「
理
系
の
学
生
に
は
な
い
視
点
で
し
た
。
そ
こ
で
〝
何

と
な
く
〟
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う

よ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
浅
利
氏
が
話
す
通

り
、「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」
は
学
部
や
学
年
を
問

わ
ず
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
こ
う
し
た
意
見
を
戦
わ
せ
る

な
か
で
生
ま
れ
た
も
の
。
発
表
後
の
反
響
も
大
き
く
、

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
調
査
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

「
最
初
に
で
き
た
も
の
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
1
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
軸
の
ひ
と
つ
を
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

避
け
ら
れ
る
／
避
け
ら
れ
な
い
』
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
、『
製
品
寿
命
が
長
い
プ
ラ
／
短
い
プ
ラ
』
に
し
て

み
る
と
ど
う
な
る
か
、
あ
る
い
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
視
点
で
考
え
た
ら
ど
う
な
る
か
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
で
ま
た
新
た
に
見

え
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
研
究
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

か
ば
ん
の
中
の
プ
ラ
を
知
る
こ
と
で

環
境
問
題
は
初
め
て「
自
分
ご
と
」に

「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」
開
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
エ
コ
～
る
ど
京
大
」
は
、
2
0
1
3
年
に
創
設
。

全
新
入
生
向
け
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
設
置
場
所
や
学
内
の
S
D
G
s
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
食
品
ロ
ス
問
題
を
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
考
え
る
展
示
企
画
「
み
ん

な
の
食
ロ
ス
革
命
」、
S
D
G
s
を
身
近
に
考
え
て
も

れ
に
前
向
き
な
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
で
、
全
体
と
し

て
大
き
な
原
動
力
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
、
と
い
う

手
ご
た
え
を
覚
え
ま
す
」

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
間
が
同
じ
問
題
意
識
を
も
っ

て
前
進
す
る
た
め
に
は
、
立
場
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
地
道
に
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
の
だ
ろ
う
。

そ
の
な
か
で
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

ひ
と
つ
が
「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」
な
の
で
あ
る
。

学
部
生
も
交
え
て
の
侃か

ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

の
末

誕
生
し
た「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」

「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」
の
基
本
構
想
は
、

2
0
1
9
年
春
、
京
都
大
学
の
留
学
生
を
含
む
学
部

生
、
院
生
、
教
職
員
で
組
織
さ
れ
る
「
エ
コ
～
る
ど
京

大
」
内
で
の
議
論
で
生
ま
れ
た
と
い
う
。「
エ
コ
～
る

ど
京
大
」
と
は
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
「
持
続
可
能

な
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
実

現
や
、
S
D
G
s
を
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
考
え

る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
有
志
の
学
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

「
19
年
6
月
開
催
の
G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
（
ブ
ル
ー
・

オ
ー
シ
ャ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
）
で
、
海
洋
ご
み
の
問
題
が
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
に
先
駆
け
、

5
月
に
環
境
省
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
戦
略
を
打
ち
出

す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
京
都
大

学
で
も
何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
サ
ミ
ッ
ト

開
催
の
2
カ
月
前
か
ら
議
論
を
始
め
た
わ
け
で
す
」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
何
を
す
る
か
、
レ
ジ
袋

削
減
な
ど
で
は
あ
り
き
た
り
だ
、
い
っ
た
い
私
た
ち
は

ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。

「
た
と
え
ば
資
源
循
環
に
早
く
か
ら
取
り
組
む
ド
イ
ツ

で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
リ
ユ
ー
ス
可

能
な
ガ
ラ
ス
ビ
ン
で
す
し
、
野
菜
は
裸
売
り
、
買
い
物

は
近
く
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
、
か
な
り
が
地
域
で
循
環
し

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
地
域
の
循
環
を
守
っ
て
い
る

と
い
う
意
識
が
日
本
よ
り
高
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
日

本
が
ド
イ
ツ
と
同
じ
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
地

域
で
の
循
環
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
は
、
輸
送
距
離

が
増
え
る
な
ど
、
か
え
っ
て
別
の
環
境
負
荷
が
か
か
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
流
通
の
上
流
側
で
あ
る
製
造
者
は

〝
ク
レ
ー
ム
文
化
〟
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
わ

ず
か
な
ク
レ
ー
ム
も
こ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
第
一

に
、
過
剰
包
装
を
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
問
題
は
複
雑
で
、
絶
対
的
な
正
解
と
い
う
の

が
な
い
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
」

あ
ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た
ず
、
知
る
ほ
ど

に
そ
の
難
し
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
が
、
浅
利

氏
に
よ
る
と
「
そ
れ
で
も
以
前
に
比
べ
、
状
況
は
改
善

し
て
い
る
」
と
い
う
。

「
何
よ
り
、
上
流
側
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

実
際
、
先
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
で
も
製
造
側
の

方
々
が
多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
数
年
前

な
ら
、
案
内
を
出
し
て
も
『
ど
う
せ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

削
減
し
ろ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
』
と
門
前
払
い
で
し
た

が
、
今
で
は
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
な

く
『
こ
ん
な
も
の
を
開
発
し
ま
し
た
』
と
情
報
を
く
だ

さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
全
員
で
本
気
で

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ

█ 図2：「プラ・イドチャート」に基づいたさまざまなプラスチック製品の
　　　　必要性アンケート結果
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研究室のメンバーを中心にかばんの中身のプラスチック製品を数えると、20人のかば
んの中に総計1652 個、平均 82.6 個あった。こうした実地調査が、最終的に「プラ・
イドチャート」のアイディアへつながっていった。写真提供／京都大学浅利研究室

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
数
え
て
も
ら
う
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
取
り
組
み
で
す
が
、
い
ざ
数
え
て
み
る
と
、
こ

ん
な
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
か
と

あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
」

何
事
も
、
ま
ず
は
気
づ
く
こ
と
が
大
切
だ
。
実
際
、

こ
の
「
か
ば
ん
の
中
の
プ
ラ
」
活
動
は
、
2
0
2
0

年
に
は
雑
誌
と
の
共
創
企
画
と
し
て
小
学
校
5
年
生
か

ら
70
代
ま
で
多
世
代
、
多
分
野
の
人
々
が
参
加
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
発
展
。
最
近
は
、

小
・
中
学
生
向
け
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
マ
イ
・
プ

ラ
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
作
成
さ
れ
、
若
い
世
代
へ
の
啓

発
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

「
エ
コ
～
る
ど
京
大
」
で
は
、
ほ
か
に
も
中
高
生
を
対

象
に
し
た
S
D
G
s
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
協
力
や
、
全
国
の
小
中
高
生
へ
S
D
G
s
の
出
前

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
と
の

学
び
の
場
を
設
け
て
い
る
。
先
述
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
ま
つ
わ
る
消
費
者
・
事
業
者
・
行
政
の
動
き
セ
ミ

ナ
ー
＆
共
創
会
議
」
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
ン
サ
イ
ト

合
わ
せ
て
2
0
0
人
が
参
加
し
た
な
か
、
高
校
生
も

複
数
参
加
し
て
い
た
と
聞
く
。
幅
広
い
世
代
に
よ
る
共

創
会
議
で
彼
ら
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
中
学
3
年
生
の
理
科
の
教
科
書
で
は
こ
れ
ま
で
も
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
採
り
上
げ
て
い
る
の
で
す
が
、

2
0
2
1
年
の
改
訂
で
は
版
元
に
よ
っ
て
記
述
内
容

が
10
頁
も
増
え
た
教
科
書
さ
え
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
の
特

性
や
用
途
に
加
え
、
問
題
点
や
資
源
循
環
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
の
若
い
世
代
は
私
た
ち
よ
り
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
よ
。
共
創
会
議
の
場
で
も
、
各
グ
ル
ー
プ
に
ひ
と
り

は
高
校
生
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
通
常

の
議
論
で
す
と
、
大
人
の
方
が
知
識
豊
富
な
場
合
が
多

い
の
で
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
若
い
人
も
対
等

に
議
論
が
で
き
る
。
か
つ
、
彼
ら
は
消
費
者
と
し
て
も

非
常
に
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

が
楽
し
み
で
す
ね
」

「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
」
発
案
に
加
わ
っ
た
横
井
さ

ん
に
「
愛
・
地
球
博
」
の
経
験
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
若

い
世
代
は
関
心
の
濃
淡
は
あ
る
に
せ
よ
、
土
台
と
な
る

知
識
を
当
た
り
前
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
今
後
、
彼
ら

が
消
費
者
・
事
業
者
、
ま
た
行
政
担
当
者
と
な
っ
て
い

く
時
代
に
、
よ
り
有
用
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
く
こ
と

は
大
い
に
期
待
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

世
代
を
超
え
循
環
で
き
る
社
会
へ

〝
こ
う
と
〟の
感
覚
を
大
切
に

そ
の
一
方
、
現
代
社
会
の
中
核
層
と
も
い
え
る
50
、

60
代
は
、「
難
し
い
世
代
」
だ
と
浅
利
氏
は
言
う
。
高

度
経
済
成
長
期
に
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
、
大
量
生
産
、

大
量
消
費
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
世

代
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
へ
向
け
た
意
識
の

ベ
ク
ト
ル
は
正
反
対
と
も
い
え
る
か
ら
だ
。

「
お
金
も
時
間
も
パ
ワ
ー
も
あ
る
こ
の
世
代
を
ど
う
動

か
す
か
は
、
最
大
の
関
心
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
層

を
動
か
す
チ
ャ
ン
ネ
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
き
、

ひ
と
つ
に
は
会
社
な
ど
所
属
す
る
組
織
の
存
在
が
挙
げ

ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
京
都
で
も

S
D
G
s
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
［
＊
5
］
が
あ
り
ま
す
し
、

主
体
的
に
実
践
し
て
社
会
の
一
助
に
な
る
、
企
業
市
民

と
し
て
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ

た
容
器
や
包
装
は
忙
し
い
人
に
と
っ
て
便
利
な
も
の
で

も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
時
間
に
余

裕
の
あ
る
方
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
素
材
を
使
わ
な
い
丁

寧
な
時
間
の
過
ご
し
方
を
提
案
し
て
も
い
い
で
す
ね
。

ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
と
か
ら
め
て
実
践
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
出
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

実
践
的
な
取
り
組
み
と
啓
発
活
動
を
並
行
し
て
行
い
、

そ
れ
が
上
手
く
機
能
す
れ
ば
前
進
へ
の
大
き
な
力
と
な

る
と
思
い
ま
す
」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す
る
意
識
は
全
体
的
に
高
ま
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
実
際
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ

ろ
う
。
他
方
、
消
費
者
・
事
業
者
・
行
政
は
、
こ
れ
ま

で
の
対
立
的
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
関
係
性
か
ら
、「
共

創
」
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
な
か
で
、
お
の
お
の
ど
う
振
る
舞
っ
て
い
く

の
が
最
適
解
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
や
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
、
社
会
全
体
と
し
て
絶
対
的
な
正
解
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
連
携
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
が
施
行
さ
れ
、
第
一
歩
と
な
る

政
策
は
打
ち
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
魂
を

吹
き
込
ん
で
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
小
さ
い
こ
と
で
い

い
の
で
、
成
功
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
。
ど
ん
な
成
功
モ
デ
ル
に
も
必
ず
課
題
が
あ
り
ま
す

し
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
克
服
し
な
が
ら
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
で
す
ね
」

地
球
環
境
の
問
題
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
目

標
は
2
0
5
0
年
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
だ
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
向
け
て
い

か
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
い
て
い
く
か
？　

た
と
え
ば

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
ひ
と
口
に
言
っ
て

も
、
設
備
投
資
の
問
題
、
ご
み
処
理
の
あ
り
方
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
領
域
や
課
題
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
す
べ

て
の
自
治
体
が
そ
こ
ま
で
広
い
視
野
を
も
っ
て
取
り
組

む
の
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
、
国
や
主
要
な
自
治
体
に

お
い
て
は
10
年
ご
と
の
構
想
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
は

不
可
欠
だ
ろ
う
。

「
今
、
都
市
ご
み
の
焼
却
炉
は
全
国
に
1
0
0
0
基

以
上
あ
り
ま
す
が
、
大
半
が
も
う
す
ぐ
老
朽
化
し
ま
す
。

そ
の
建
て
替
え
も
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
、
中
長
期
的
な
視

点
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
環
境
設
計
、
つ

ま
り
デ
ザ
イ
ン
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

循
環
可
能
な
社
会
へ
と
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
い
か
な
い

と
、
結
局
は
消
費
者
、
そ
し
て
自
治
体
が
困
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
、
私
た
ち
研
究
者
の
立
場
か
ら
も
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

浅
利
氏
は
最
後
に
、
そ
れ
に
向
け
て
の
指
針
と
な
る

ひ
と
つ
の
言
葉
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
以
前
、
京
都
で
築
1
5
0
年
の
町
家
で
あ
る
杉
本

家
住
宅
に
住
み
な
が
ら
町
衆
の
文
化
を
守
っ
て
お
ら
れ

る
杉
本
節
子
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
お
祖
母
様
の
時
代
ま
で
は
〝
こ
う
と
〟
と

い
う
言
葉
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
、
と

お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
漢
字
で
書
く
と
〝
公
道
〟
で
、

上
品
、
質
素
と
い
う
意
味
な
の
で
す
が
、
日
々
の
暮
ら

し
は
節
約
を
し
、
慎
ま
し
く
送
り
な
が
ら
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
る
と
い
う
京
都
人
の
美
徳
や
矜
持
を
表
す

言
葉
な
の
だ
そ
う
で
す
。
京
の
町
を
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
気
概
あ
っ
て
の
も
の
で
、
お
聞
き
し
な
が
ら
、

今
の
S
D
G
s
と
同
じ
感
覚
だ
と
感
激
し
ま
し
た
。

こ
の
感
覚
が
備
わ
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
に
取
り
組
む
際
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
も
そ
の
気
概
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
発
信
や
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

浅
利
美
鈴
（
あ
さ
り
・
み
す
ず
）

京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
堂
准
教
授
。
1
9
7
7

年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
京
都
大
学
工
学
部
地
球
工
学
科

卒
業
。
2
0
0
4
年
、
同
大
大
学
院
工
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
工
学
）。
16
年
か
ら
現
職
。

専
門
は
環
境
教
育
論
。
学
生
時
代
よ
り
ご
み
問
題
に
関

心
を
も
ち
、「
京
大
ゴ
ミ
部
」「
京
都
ご
み
祭
」
を
企
画

す
る
。
そ
の
後
も
「
3
R
・
低
炭
素
社
会
検
定
」「
エ
コ
〜
る
ど
京
大
」「
京
都
里

山
S
D
G
s
ラ
ボ
こ
と
す
」
な
ど
一
般
向
け
の
情
報
発
信
を
重
視
し
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
著
書
に
『
ご
み
ゼ

ロ
大
作
戦
！
　
め
ざ
せ
！
　

R
の
達
人
』（
ポ
プ
ラ
社
）
が
あ
る
。

ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン
番
組
の
配
信
、
マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
を

呼
び
か
け
る
「
マ
イ
ボ
ト
ル
ダ
ン
ス
」［
＊
4
］
の
普
及

な
ど
、
大
学
内
外
で
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
特

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
で
は
「
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー

ト
」
を
使
用
し
た
「
京
都
大
学
プ
ラ
・
イ
ド
革
命
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。「
か
ば
ん
の
中
の
プ
ラ
」
と
題

し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

「
ま
ず
は
足
元
か
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
世
界
を
動

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。『
か
ば
ん
の
中
の
プ
ラ
』

も
、『
プ
ラ
・
イ
ド
チ
ャ
ー
ト
』
を
つ
く
る
過
程
の
議

論
の
な
か
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
で
す
。

毎
日
、
持
っ
て
歩
く
自
分
の
バ
ッ
グ
を
ひ
っ
く
り
返
し

注＊
1	

5
㎜
以
下
の
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
総
称
。
海
域
環
境
中
に
滞
留
す
る

こ
と
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
の
ほ
か
、
人
体
へ
の
健
康
被
害
も
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

＊
2	

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
設
計
か
ら
販
売
、
廃
棄
物
の
処
理
と
い
う
全
体
の

流
れ
の
な
か
で
3
R
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
加

え
、
再
生
素
材
や
再
生
可
能
資
源
へ
の
適
切
な
切
り
替
え
（Renewable

）

を
進
め
、
循
環
型
経
済
へ
の
移
行
推
進
を
目
指
す
法
律
。

＊
3	

京
都
市
が
京
都
大
学
と
協
働
で
1
9
8
0
年
か
ら
行
っ
て
い
る
調
査
。
継

続
性
と
詳
細
な
調
査
項
目
に
お
い
て
世
界
に
類
の
な
い
調
査
と
さ
れ
る
。

＊
4	

「
エ
コ
～
る
ど
京
大
」
が
マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
う
生
活
ス
タ
イ
ル
浸
透
の
た
め

に
つ
く
っ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
と
ダ
ン
ス
。
詳
細
はhttps://eco.

kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-tim
es/m

ybottle/

を
参
照
。

＊
5	

S
D
G
s
の
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
に
意
欲
的
な
企
業
・
団
体
を
、
自
治

体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
登
録
す
る
制
度
。
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